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展が加速しつつある。都市化率は、1978 年の 17.92%から 2014 年の 54.77%まで上昇し、都
市人口は 2014 年の時点で 7.49 億人に達して総人口の 50%以上を占めている（習ほか編，
2015）。国内総生産の 80%は都市部によって占められ（中国旅遊報，2016 年 1 月 18 日）、
とくに優遇政策を受けた沿岸部とその他の地域との経済格差が拡大するとともに、内陸部
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旅游報，2016 年 1 月）。こうした大量な観光客の移動によって観光関連業、観光消費、観




























































































































































































                                                             
1 文化大革命のため、1970 年から 1979 年にかけて『厦門日報』は停刊されていた。 
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アメリカでは、国に登録された歴史的地区に関する定義としては、Jackon and Burton eds.  
（1999）が、Historic District について、ある 1 つの地域性境界線を持つ範囲であり、都市
あるいは農村などの大きさにかかわらず、凝集性や関連性、持続性のある歴史的事件ある
いは美的な価値に関連した場所、構築物、建造物およびそのほかの実体であるとしている。 



















図 1.1 歴史文化街区の概念に関する模式図 
   （李，2011：102 より転載） 
 
 








Homestay とも呼ばれる。西洋諸国では、家庭旅館はおもに B＆B（Bed and Breakfast）と
Guesthouse の 2 種類に分けられる。このほかオーストラリア Ballina 郡委員会 1988 年の定
義では、B＆B や Homestay は、住民が使用および占有した家屋を利用し、短期的有料宿泊
（飲食を含むことも可能）を提供する形態であるとされている。また家屋以外にも、庭に
設置された建築も含まれる。さらにカナダYukon地区のB＆B協会による3つの分類では、
B＆B は 1～5 の客室が提供され、朝食付きで所有者のおもな居住場所にある。B＆B・
Guesthouse は 1～4 の客室があり、客室には専用の入口があるか、所有者と入口を共有して
いる場合もある。また、厨房は提供されるが生活空間は共有されず、所有者は一時的に別











般的に B＆B を指すことを指摘している。家庭旅館に対応する英単語は、Family Hotel、
Family Inn、House Hotel、Home Stay などが挙げられる。このうち、B&B と Inn は経営形態
に区別が存在し、B&B では所有者の家屋を使用し、客室は 7 室以内、低価格、おもに所有
者が管理とサービスを提供するという特徴を持つ。それに対して Inn は、宿泊客は所有者
の家屋に泊まるが、所有者は家屋から出て従業員を雇うという形態である。 










と 2013 年の『鼓浪嶼家庭旅館整備特別計画』の公表によれば、3 階以下の住宅建築であり、















































































最高時速 250km/h での営業運転が実現した。さらに 2013 年に厦深高速鉄道（厦門－深圳）
の開業によって厦門市と広東省の深圳市とが結ばれ、所要時間は従来の 13 時間から 3 時
間へと大幅に短縮された。 
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れ、総面積は 1,699 ㎢、人口は 367 万人である（厦門市政府 HP，2017 年 2 月）。厦門本島
は南東側を台湾・金門列島に面し、面積 156 ㎢、戸籍人口 101 万人（2015 年時点）の市政
府所在地で、同市は思明、湖里、海滄、集美、同安、翔安の 6 つの行政区に分けられる。
年間平均気温は 21.2℃、年間降雨量は 1,143mm で降雪はなく、緑被率は 41.7%に達し、亜
熱帯海洋性気候と豊かな自然に恵まれた中国有数の観光都市として知られている（厦門市
政府 HP，2011 年 4 月）。 
鼓浪嶼は厦門市の南西部に位置し（図 2.2）、地理座標は東経 118°03′07″～118°04′21″、北
緯 24°26′20″～24°27′26″を示す。鼓浪嶼は厦門本島と幅約 500m の厦鼓海峡（鷺江）によっ
て隔たれ、面積は約 1.87 ㎢、計 5,322 世帯、常住人口 14,242 人の島嶼である（鼓浪嶼観光
管理委員会 HP，2013）。 
改革開放以降の 1984 年、厦門経済特区の範囲に鼓浪嶼が含まれると、鼓浪嶼は厦門観光





鼓浪嶼は 1988 年に国家級風景名勝区として指定された。2007 年に国家 5A 級景勝地、
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図 2.2 厦門本島と鼓浪嶼の位置関係（2015 年） 
   （高徳地図（http://ditu.amap.com/）を基に作成） 
 
 
写真 2.1 厦門・鼓浪嶼の両岸景観（2008 年） 
（2008 年 3 月 筆者撮影） 

















1840 年に第１次アヘン戦争が勃発すると、イギリス軍は翌年の 1841 年から鼓浪嶼に兵
舎、堡塁、グラウンドを造成し、民家を租借して領事館を設置した。アヘン戦争は 1842 年
の南京条約締結によって終結をみるが、この際に厦門をはじめ上海、寧波、福州、広州の
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写真 2.2 天主堂（2009 年）         写真 2.3 日本領事館（1897 年）      
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写真 2.4 1880 年代の鼓浪嶼 
島南部から日光岩・輪渡港を望む 
 














たちは土地の買収や別荘建設に着手した。とくに 1924 年から 1936 年にかけて、工部局に
よって 970 件の建築許可書が発布され、このうち 75％は閩南地方の農村出身者の華人華僑
やその親族たちのものとなった。この時期には華僑の間で別荘建設が流行し、多様な建築
様式の建造物が計 1,041 棟建設された（写真 2.5，2.6）。これは現在の鼓浪嶼が「万国建築
博物館」と呼ばれる由来である。 
                                                             
2 米、英、独、日、仏、オランダ、スペイン、デンマーク、スウェーデンを含む 9 カ国。 
3 1903 年 1 月、鼓浪嶼工部局は上海工部局を範に設立された。英文は Municipal Council で、市政委員会を
意味する。共同租界地の期間中には、鼓浪嶼の行政機関であった。 
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写真 2.5 西洋式建築・黄栄遠堂（2008 年）  写真 2.6 南洋式建築・番婆楼（2008 年） 
  建造年は 1920 年である。          建造年は 1927 年である。 
（2008 年 3 月 筆者撮影）         （2008 年 3 月 筆者撮影）  
 
鼓浪嶼では、別荘の建設とともに、華僑の投資によってインフラ施設の整備や医療・文
教施設の建設などが行われ、これらの建設活動は以下の 4 つに分類できる。1 つは鼓浪嶼
の東岸における埠頭の建設（計 20 か所）である。このうち 1935 年に竜頭埠頭（現在の輪
渡港）が完成した（鼓浪嶼申報世界文化遺産系列叢書編委会，2010）。次には鼓浪嶼租界





共同租界地になった鼓浪嶼では、年を追うごとに人口が増加し、1911 年の約 12,000 人か
ら 1930 年では 20,456 人、1934 年になるとその数は 52,000 人に達した。外国居留民の人口
数は、1909 年までは 250 人だったが、1930 年には 567 人に増加した（何，2007）。こうし
た急速な人口増加によって、鼓浪嶼は農漁村から人口密度の高い近代的な住宅街へ変化を
遂げた。また、人口増加は島の経済発展に拍車をかけ、鼓浪嶼は当時の中国におけるもっ










が多く建設された。さらに、1902 年から 1941 年までの共同租界地期では、別荘建設が華
人華僑の間で流行し、多岐にわたる様式の建造物、計 1,041 棟が建設された。 
  














1950 年から 1953 年にかけて、人民政府は晃岩路、港後路、田尾路、永春路、中華路を
アスファルトに舗装した。その規模は総面積 24,000 ㎡であり、全島の道路の 3 分の 2 を占
めた。1956 年には厦門市における都市建設計画が立てられ、鼓浪嶼は保養区として定めら
れた。鼓浪嶼では海岸の水質や砂質が良好な 4 か所の海水浴場が存在し、それらの総延長
はおよそ 1,800m から 2,000m、面積は 20 万㎡に達した。1956 年から 1965 年の 10 年間で
は、年間 50 万人規模の市民が海水浴に訪れたという（厦門市統計局編，1990）。 
1956 から 1965 年にかけては、福建省教育従事者休養所、交通局職員療養所、軍隊療養
院、福建省幹部休養所が設置され、多くの幹部や工場労働者がこれらの施設を療養目的で
利用した。なかでも、鼓浪嶼の南東部に立地する交通局職員療養所はイギリス人の別荘が
転用された施設であり、1957 年から 1979 年の 22 年間で計 52 回、のべ 4,000 名の工場労
働者が接待されたという（厦門日報，1979 年 6 月）。 
1956 年、林尓嘉氏の家族によって寄贈された菽荘花園（写真 2.8）は、政府によって市
民公園（面積 2.03 万㎡）として開放された。同年には、日光岩（写真 2.7）と観海別荘（写
真 2.9）が観光地として開放され、1962 年には、日光岩下の鄭成功記念館（敷地面積 1.3 万
㎡）が開館した。この館内には台湾奪還 300 周年を記念する文化財や史料、写真など約 300
点が展示された。当時の訪問客は、国姓井4、水軍基地など鄭成功ゆかりの遺跡も見学した
という（厦門日報，1962 年 2 月）。 
                                                             
4 当時、鄭成功は鼓浪嶼における水源確保のため、軍民を指導して井戸の開削工事を実施した。このため
鄭成功を記念するため、住民はそれらの井戸を「国姓井」と名付けた。 
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写真 2.7 日光岩および日光岩寺（2009 年）  写真 2.8 菽荘花園の内部（2012 年） 




写真 2.9 観海別荘（2012 年）         
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図 2.3 保養地期（1949～1977 年）の鼓浪嶼における観光対象の分布（1977 年） 







                                                             
5 中国の都市部においては、「単位」とは工場、政府、商店、学校、研究所、文化団体などの総称であり、
「職場」という意味でもあった。 
6 1958 年から 1961 年までの間、中国が施行した農業・工業の大増産政策である。最高指導者である毛沢
東氏は、数年間で経済的にアメリカ・イギリスを追い越すこと目標に実施した。 
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電機工場、機械修理工場、造船工場、耐火物工場、製薬工場などがあった（厦門日報，1960










4 月 10 日）。1964 年に改築された福建省幹部休養所（敷地面積は約 10 万㎡、計 28 棟建造






























る観光管理部門も設立された。1986 年、鼓浪嶼は福建省における観光地トップ 10 の首位
に格付けされると、翌 1987 年には福建省の省級風景名勝区、さらに翌年の 1988 年には国
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 図 2.4 観光地形成期（1978～2008 年）の鼓浪嶼における観光対象の分布（2008 年） 
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で、道幅は 3～5ｍで、そのうち、旧竜頭路は幅 5m、全長約 350m、両側の建物の高さは約








                                                             
7  鼓浪嶼初の電球工場の所在地であるため、名づけられた。 
8  当時鼓浪嶼に在住していた華僑豪商・黄亦住氏によって開発された街路である。黄氏は厦門本島側に
「日興商行」という貿易会社を経営していたため、日興街と名づけられた。 
9  麻雀牌の製造所があったため、名づけられた。 
10  中華民国（1912－1949 年）の初期とは、中華民国の創立（1912 年）から蒋介石の南京国民政府の創立
（1927 年）までを指す。 
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図 3.1 竜頭路の位置と範囲（2009 年） 
`  （2009 年 4 月の現地調査により作成） 
 
戦乱を避けるため、鼓浪嶼に定住してきた。さらに、1920 年代から 1930 年代までの間に、
華僑たちが南洋各地から鼓浪嶼に戻り、1,000 棟以上のコロニアル式の住宅を建てた。 
共同租界期に竜頭路とその付近の港（現在の輪渡港11の付近）では 2 度埋立事業が行わ
れた。1930 年には、鼓浪嶼に外国人居住者が 567 人、中国住民が 20,465 人居住している。
この頃に鼓浪嶼は農漁村から市街地となり、竜頭路の性質が変化した。その後、家屋が多
く建てられたが、店舗、工場、住宅および金融機関、通信施設も竜頭路に建設された。 
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写真 3.1 旧竜頭路の入口（1930 年代）   写真 3.2 旧竜頭路の入口（2013 年） 



















経営の権利が失われ、竜頭路の商業は衰退の傾向がみられた。1966 年 8 月には文化大革命
により、竜頭路を含んだ街路群は「紅星路」へと改名されたが、1979 年 6 月、文化大革命
の後に、再び竜頭路に戻された。従来の竜頭路は、対岸の中山路と同様に厦門市において
最もにぎやかな商店街であると言われた。文化大革命時には、一時的に竜頭路の商業は衰
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退したが、その後、都市発展の要請や住民生活の需要に応じ、竜頭路も再整備されること
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図 3.2 竜頭路における店舗１階部分の業種構成（2009 年） 
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図 3.3 竜頭路における業種別店舗数（2009 年） 








































写真 3.3 竜頭路における店舗の例（2009 年） 
海鮮乾物店(左上)；手作り工芸品店（左下）；茶葉店（右上）；玉細工・アクセサリー店（右下）  


















1940 年と 2009 年の旧竜頭路中心部の写真を比較すれば、70 年を経て、人で賑わう街の雰
囲気はほとんど変わっていない（写真 3.4）。しかし、現地調査によれば、1950 年、1970 年、
2009 年ではそれぞれの建物の利用形態は大きく変化したことがわかった（図 3.4）。 
（１）旧竜頭路中心部（1950 年） 
図 3.4 によれば、1950 年の時点、旧竜頭路中心部の通りに面する家屋総件数は 41 （北
側 17、南側 24）であった。その利用形態をみると、生活用品店 13 店、土産品店 4 店、飲









写真 3.4 旧竜頭路中心部（左・1940～50 年代；右・2009 年）           
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図 3.4 旧竜頭路中心部における店舗の業種構成と階数（2009 年） 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 
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1949 年の中国国内戦争終了後から 1956 年までは、新中国の過渡期と呼ばれる。1953 年
には、土地制度改革が行われて、土地は国家所有となり、地元住民には土地の使用権が与













られた。そのため、図 3.4 が示すように 1970 年の時点で、旧竜頭路中心部における家屋件










竜頭路の住所番号の 1 号から 200 号までが、ほとんど店舗として開業した。国営、集
団所有13、個人、中外合弁、省内共同経営などの経営形態が混在していた。1980 年、
                                                             
12 供銷社：中華人民共和国成立後に、農村部で生活または生産活動に必要な用品と資材を販売する機関。 
13 主要な生産手段と生産物を生産者集団の所有に帰する社会主義所有制度の一形態。 




業した。1983 年 7 月、竜頭路 8 番に鼓浪嶼感光工芸社（写真館）が開業し、写真撮影、
写真現像、写真拡大が行われた。そして、鼓浪嶼籍の 10 数名の求職中の青年を受け入
れた。1985 年 2 月、鼓浪嶼旅游会社の旅游デパートが開業したが、このデパートでは
おもに観光商品の販売が行われており、金物、生活用品、タバコ、酒などの雑貨も販
売している（厦門日報，1985 年 2 月）。 
 
図 3.4 によれば、2000 年以降に新しく開店した店舗のほとんどは観光客向けの土産品店
であった。2009 年における旧竜頭路中心部の家屋利用件数は 53 件であったが、土産品店
がそのうちの 33 店を占め、25 店は南側に集中している。それに対し、公共施設、住宅、
飲食、生活用品店は北側に均等に分布している。個々の店舗では、メガネ店 1 店、衣料品




図 3.5 旧竜頭路中心部における土地の利用形態（1950・1970・2009 年） 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 
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 本節では、旧竜頭路の道路沿いに面した建造物に関して述べる。図 3.6 の対象地域に立
地する建造物 108 件を低層建造物（1・2 階建て）、中層建造物（3 階建て）、高層建造物（4
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図 3.6 旧竜頭路における建造物の空間利用（2009 年） 
境界線：Ａブロック（北 16－南 18）、Ｂブロック（北 21－南 32）、Ｃブロック（北 37－南 50） 
（2009 年 4 月の現地調査の結果より作成） 
4 階 3 階 2 階 1 階 輪渡港 1 階 2 階 3 階 4 階
↑
公共施設 宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設 1
改装中 改装中 改装中 2
1 不明 不明 飲食店 飲食店 生活用品店 宿泊施設 3
2 不明 不明 飲食店 飲食店 土産品店 宿泊施設 4
3 不明 不明 飲食店 衣料品店 生活用品店 宿泊施設 宿泊施設 5
4 不明 不明 飲食店 公共施設 工芸品店 宿泊施設 6
5 不明 不明 飲食店 衣料品店 衣料品店 宿泊施設 7
6 飲食店 不明 飲食店 工芸品店 生活用品店 宿泊施設 宿泊施設 8
7 飲食店 不明 飲食店 工芸品店 工芸品店 宿泊施設 9
8 不明 不明 飲食店 工芸品店 Ａ 工芸品店 宿泊施設 10
9 不明 不明 飲食店 土産品店 工芸品店 宿泊施設 宿泊施設 11
10 不明 不明 飲食店 土産品店 土産品店 宿泊施設 12
11 不明 不明 飲食店 衣料品店 飲食店 飲食店 飲食店 13
12 不明 不明 飲食店 工芸品店 飲食店 14
13 不明 不明 飲食店 衣料品店 工芸品店 住宅 住宅 15
14 不明 不明 飲食店 飲食店 工芸品店 住宅 住宅 16
15 不明 不明 飲食店 工芸品店 土産品店 住宅 住宅 17
16 不明 不明 飲食店 事務所 工芸品店 政府機関 18
工事中 工事中 19
工事中 工事中 20
17 住宅 住宅 公共施設 公共施設 工事中 工事中 21
工事中 工事中 22
18 住宅 住宅 公共施設 公共施設 工事中 工事中 23
工芸品店 住宅 24
工芸品店 住宅 25




20 住宅 住宅 住宅 住宅 工芸品店 住宅 30
工芸品店 住宅 31
21 住宅 住宅 住宅 飲食店 工芸品店 住宅 32
衣料品店 住宅 住宅 33
22 理容室 工芸品店 工芸品店 住宅 住宅 34
23 住宅 土産品店 工芸品店 住宅 35
24 住宅 住宅 衣料品店 住宅 36
25 住宅 住宅 工芸品店 住宅 37
26 住宅 生活用品店 工芸品店 住宅 38
27 住宅 住宅 土産品店 住宅 住宅 39
28 住宅 衣料品店
29 住宅 土産品店 工芸品店 住宅 住宅 40
30 住宅 工芸品店 Ｃ 工芸品店 住宅 41
31 住宅 衣料品店 工芸品店 住宅 42
32 住宅 生活用品店 工芸品店 住宅 43
33 住宅 生活用品店 工芸品店 住宅 44
34 住宅 土産品店 土産品店 住宅 45
土産品店 住宅 46
35 倉庫 土産品店 土産品店 住宅 47
36 倉庫 土産品店 工芸品店 住宅 48
37 倉庫 土産品店 土産品店 住宅 49
土産品店 住宅 50
38 飲食店 飲食店
工芸品店 住宅 住宅 51
39 宿泊施設 宿泊施設 工芸品店 住宅 住宅 52
工芸品店 住宅 住宅 53
住宅 住宅 住宅 54
40 住宅 宿泊施設 衣料品店 Ｄ 土産品店 住宅 住宅 55
41 住宅 宿泊施設 工芸品店 工芸品店 住宅 住宅 56
42 住宅 住宅 土産品店 住宅 住宅 住宅 57
43 住宅 住宅 土産品店 飲食店 住宅 住宅 58
44 住宅 住宅 工芸品店 住宅 住宅 住宅 59
45 住宅 土産品店 土産品店 住宅 住宅 60










物間口よりも奥行きの長い形状となっている。図 3.7 に、旧竜頭路における建造物の 1 階
から 4 階までの各階の総床面積と、それぞれに占める業種別の床面積を示した。 
 
 
図 3.7 旧竜頭路における業種別床面積（2009 年） 




図 3.8 階数別にみた旧竜頭路の業種別構成比（2009 年） 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 
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また図 3.8 は、1、2、3、4 階の床面積に対して、土地利用の占める床面積の構成比を旧
竜頭路のブロック別に示したものである。1 階の総面積は 4,932 ㎡で、土産品店の構成比が
最も高く 39.5%を占めている。ブロック別にみると、土産品店の構成比はとくに C ブロッ






2 階の総面積は 4,742 ㎡で、飲食機能が最も高く 34.9%である。ブロック別にみると、1









も 17.7%あり看過できない。ブロック別にみると、A ブロックと D ブロックにしかない。
つまり、旧竜頭路の両端はそれぞれ港と日光岩に近接しているため、宿泊機能もそれぞれ
に近接する傾向があると指摘できる。 
 3 階の総面積は 2,974 ㎡で、住宅機能の構成比は最も高い 37.5%となった。ブロック別に
みると、B ブロック（北側に集積する）と D ブロックはほぼ同様である。その他・不明の
総面積は、1,306 ㎡に達し、すべて A ブロック北側の三友旅遊ホリデーモールに集積して
いる。不明となっているのは、当時テナント募集中であったためである。ここには、観光
客向けの店舗が数多く集積してきたことから、北側の 3 階は今後も観光客向けの店舗とし
て利用される可能性が高い。それに対して、A ブロック南側の 3 階は、宿泊機能が最も顕
著にみられる。 
4 階の総面積は 1,771 ㎡で、その他・不明を除く（理由は 3 階と同様）と、住宅機能が最
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も高く、すべて B ブロックの北側（番号 17－21）に集積している。また、A ブロック南側
の番号 1 は、4 階も宿泊施設として利用されている。それに対して、調査時点で、北側番









前節で述べたように、旧竜頭路の 2009 年の土地利用からみると、道路に面している 1 階
の部分は、合計 108 件である。その利用形態をみると、工事中・改装中 6 件、住宅 7 件、






居住地を示した表 3.1 を作成した。 
（１）店舗構成と経営形態 
１）開業年次からみる商業店舗の業種構成 
図 3.9 によると、観光地化により、改革開放以降から 2009 年まで、旧竜頭路における店
舗の著しい増加がみられる。とくに、2000 年以降、工芸品店と土産品店を構成している観







- 55 - 
 
 
図 3.9 開業年次からみる商業店舗の業種構成（2009 年） 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 
 
たものである。 
また、2006 年は旧竜頭路の店舗数が最も増加した年であり、わずか 1 年間で 12 店増加
した。内訳は、土産品店が 4 店で、工芸品店が 8 店であった。その増加の理由は、2006 年
に厦門政府が「厦門市観光業十一・五15発展計画」を発表し、おもに観光産業を国民経済の
中心産業として発展させようと宣言したからである。 
以上のように、2009 年時点での旧竜頭路においては 2000 年以降に開業された店舗の数
が多く、このうちとくに工芸品店と土産品店の占める割合が高いことがわかった。 
２）営業面積からみる商業店舗の業種構成 
図 3.10 が示しているように、旧竜頭路における店舗の売り場の面積の多くは 21－50 ㎡
の広さとなっている。工芸品店と土産品店をみてみると、面積 50 ㎡以下がほとんどであ
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図 3.10 営業面積からみる商業店舗の業種構成（2009 年） 







現地調査により、旧竜頭路における 95 店の商業店舗の 81 店（全数の 85.2%を高く占め
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図 3.11 開店時間からみる業種構成（2009 年） 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 
 
 
図 3.12 閉店時間からみる業種構成（2009 年） 




図 3.13 と図 3.14 に示したとおり、調査した 95 店の店舗の経営者のうち、厦門市 32 名、
福建省 23 名、国内 16 名、海外 3 名である。このことから、鼓浪嶼の経営者は外部出身者
の割合が多く、島外の資本が鼓浪嶼へ流入してきたことがわかる。とくに、外部経営者の















































図 3.13 経営者の出身と開業年（1991～2009 年） 
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図 3.14 経営者の出身と業種構成（2009 年） 




年以前、旧竜頭路の店舗は 1 階を売り場、2 階を住居、あるいは 1 階の正面を売り場、奥
を住居として使用することが多かった。2009 年になると、商店街の店舗は 1 階の竜頭路に
面している部分を売り場として使用し、店舗の奥の部分を倉庫として使用する例が増えた。
2 階は住居として利用されているが、1 階の店舗とはほとんど関連がない。つまり、店舗経







2009 年の旧竜頭路における建造物 1 階の店舗 95 店の従業員の総数は 425 名であった。
そのうち、従業員数 1 名の店舗数が 17、2 名の店舗数が 34、3 名の店舗数が 20、4 名の店
舗数が 10、4 名以上の店舗数が 14 である。つまり、旧竜頭路における商業店舗の従業員数






























 小売業（生活用品）の店舗 3 店に聞き取り調査を行った。調査対象とした 3 店は、近港






 小売業（買い回り品）の店舗 14 店に聞き取り調査を行った。調査対象とした店舗は、近
港地区 5 店、中心地区 7 店、近日地区 2 店である。取扱い品からみると、服や鞄の販売を
中心とする衣料品店が多いが、取扱い品の種類が多いことから、店舗間の競合に結びつく
ことは少ない。経営者の性別は、男性が 4 名、女性が 9 名である。これは、女性の方が衣
服に関係する業種が得意であることに関係にあると考えられる。出身地をみると、厦門市
出身の経営者が 7 名であり、半数を占めている。従業員数をみると、1－3 名の少数である。 
３）観光土産品 
 観光土産品の店舗 63 店に聞き取り調査を行った。調査対象とした店舗は、近港地区 17
店、中心地区 33 店、近日地区 13 店である。店舗の利用形態をみると、土産品店が 39 店、
工芸品店が 24 店と大きく 2 つに分けられる。取扱い品の内訳からみると、土産品店は、地
域の名産物（海鮮乾物、餡餅、茶葉など）を販売している。工芸品店は、玉細工、真珠製
品、観光記念品などの販売が中心となっている。いずれも観光客向けの店舗である。経営




12 名であり、最も多く、国内の経営者数はわずか 1 名のみであった。このことは、観光地
化において、地域性を生かすことが非常に重要であることが影響していると考えられる。 
４）サービス業 
サービス業の店舗 15 店に聞き取り調査を行った。調査対象とした店舗は、近港地区 8
店、中心地区 4 店、近日地区 3 店である。内訳からみると、飲食店 9、宿泊施設 1、事務所
1、公共施設 4 である。飲食店の経営者 9 名のうち、鼓浪嶼の出身者が 6 名もいる。この 6
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表 3.1 旧竜頭路における商業店舗の経営形態（2009 年）
 
開店 閉店 出身 年齢 性別 島内 島外
1 南3 近港 生活用品店 雑貨 2000 25 8:30 18:30 厦門市 30 女 近接 借 2 1 1
2 南5 近港 生活用品店 雑貨 2005 40 8:30 18:00 福建省 50 男 近接 借 3 1 2
3 南8 近港 生活用品店 雑貨 2008 40 9:00 18:00 海外 40 男 近接 借 2 2 0
4 南33 中心 衣料品店 服 1982 40 9:30 19:30 中国国内 60 男 一致 自 1 1 0
5 北5 近港 衣料品店 服 2003 42 9:00 18:00 中国国内 40 女 近接 借 2 0 2
6 北46 近日 衣料品店 服 2003 15 9:30 18:00 福建省 40 女 近接 借 2 2 0
7 北31 中心 衣料品店 服 2006 40 9:00 18:30 厦門市 40 男 近接 借 3 1 2
8 北28 中心 衣料品店 服 2008 30 9:30 19:00 厦門市 20 女 近接 借 4 1 3
9 北40 近日 衣料品店 服･鞄 2005 40 9:30 18:00 厦門市 40 女 近接 借 2 0 2
10 北11 近港 衣料品店 服･鞄 2008 20 9:00 18:30 厦門市 20 女 近接 借 2 0 2
11 南7 近港 衣料品店 服･鞄 2009 12 9:00 18:30 厦門市 40 女 近接 借 4 2 2
12 北3 近港 衣料品店 鞄 1998 20 9:00 19:00 福建省 40 女 近接 借 2 1 1
13 南36 中心 衣料品店 鞄･帽子 2009 25 8:30 19:00 中国国内 50 男 近接 借 3 1 2
14 北13 近港 衣料品店 布製品 2009 42 10:00 19:00 厦門市 30 女 近接 借 1 0 2
15 北26 中心 生活用品店 メガネ 1989 30 9:00 19:00 中国国内 40 女 近接 借 1 0 1
16 北32 中心 生活用品店 くし 2002 25 9:30 19:00 厦門市 30 男 近接 借 3 2 1
17 北33 中心 生活用品店 書籍 1955 100 10:00 18:00 － － － － 自 4 1 3
18 北23 中心 土産品店 海鮮乾物･餡餅 1981 25 9:00 19:00 鼓浪嶼 50 女 近接 自 1 1 0
19 南17 近港 土産品店 海鮮乾物･餡餅 1992 35 9:00 18:00 厦門市 50 男 近接 自 2 1 1
20 南55 近日 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2001 30 9:00 19:00 厦門市 40 男 近接 借 4 1 3
21 北36 中心 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2003 25 9:30 19:00 厦門市 40 女 近接 借 4 0 4
22 南60 近日 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2003 20 9:00 19:00 厦門市 30 女 近接 借 2 0 2
23 南26 中心 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2004 30 9:30 18:00 福建省 40 男 近接 借 2 0 2
24 北42 近日 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2004 30 9:00 19:30 福建省 30 男 近接 借 3 1 2
25 北9 近港 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2007 15 9:00 19:00 厦門市 30 男 近接 借 2 0 2
26 北10 近港 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2007 25 9:00 19:00 福建省 20 男 近接 借 1 0 1
27 南12 近港 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2008 30 9:00 18:30 中国国内 30 男 近接 借 3 0 3
28 南39 中心 土産品店 海鮮乾物･餡餅 2008 28 9:00 19:00 厦門市 40 女 近接 借 2 1 1
29 南4 近港 土産品店 海鮮乾物 2000 70 8:30 18:30 福建省 50 男 近接 借 3 0 3
30 北29 中心 土産品店 餡餅 1985 30 8:30 19:00 鼓浪嶼 50 男 近接 借 2 2 0
31 南16 近港 工芸品店 観光記念品 1988 25 9:00 18:00 中国国内 60 男 近接 自 1 0 1
32 南53 近日 工芸品店 観光記念品 2002 20 9:00 19:00 鼓浪嶼 40 女 一致 自 2 1 1
33 南43 中心 工芸品店 観光記念品 2003 35 9:00 18:00 福建省 40 女 近接 借 2 2 0
34 南32 中心 工芸品店 観光記念品 2003 40 9:00 18:00 厦門市 40 女 近接 借 3 0 3
35 北41 近日 工芸品店 観光記念品 2007 40 9:00 19:00 中国国内 30 男 近接 借 2 0 2
36 南28 中心 工芸品店 観光記念品 2007 15 9:00 18:30 中国国内 40 男 近接 借 3 1 2
37 南38 中心 工芸品店 観光記念品 2008 30 9:00 18:30 中国国内 40 女 近接 借 2 0 2
38 南15 近港 工芸品店 観光記念品 2008 30 8:00 18:30 福建省 30 男 近接 借 2 1 1
39 南10 近港 工芸品店 観光記念品 2009 30 9:00 19:00 福建省 30 女 近接 借 2 1 1
40 南41 中心 工芸品店 観光記念品 2009 30 9:00 18:00 厦門市 30 男 近接 借 3 1 2
41 南42 中心 工芸品店 観光記念品 2009 23 9:00 19:00 厦門市 30 女 近接 借 1 0 1
42 南31 中心 工芸品店 観光記念品 2009 20 9:00 18:00 中国国内 40 男 近接 借 4 2 2
43 南6 近港 工芸品店 画 2006 50 9:00 17:30 福建省 30 男 近接 借 3 1 2
44 南52 近日 工芸品店 画･観光記念品 2003 30 9:00 19:00 厦門市 40 女 近接 借 1 0 1
45 南24 中心 工芸品店 画･磁器 2004 30 9:00 18:30 厦門市 60 男 一致 借 2 0 2
46 南40 中心 工芸品店 画･陶器 2000 30 10:00 18:00 鼓浪嶼 50 女 近接 自 2 0 2
47 南18 近港 工芸品店 磁器･陶器 1996 40 9:00 19:00 厦門市 40 男 近接 借 2 2 0
48 北22 中心 工芸品店 陶器 1990 40 9:00 18:00 鼓浪嶼 50 女 近接 自 2 0 2
49 南44 中心 工芸品店 玉細工･真珠製品 1991 25 9:30 18:30 厦門市 40 男 近接 借 1 1 0
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（2009 年 4 月の現地調査の結果より作成） 
開店 閉店 出身 年齢 性別 島内 島外
51 北44 近日 工芸品店 玉細工･真珠製品 2000 20 10:00 18:30 厦門市 40 男 近接 借 1 0 1
52 南30 中心 工芸品店 玉細工･真珠製品 2002 30 9:00 18:00 福建省 50 男 近接 借 2 1 1
53 南48 中心 工芸品店 玉細工･真珠製品 2006 40 9:00 18:00 厦門市 40 男 近接 借 1 0 1
54 南29 中心 工芸品店 玉細工･真珠製品 2006 30 9:00 18:00 厦門市 40 女 近接 借 2 1 1
55 南62 近日 工芸品店 真珠製品 1997 40 8:30 19:00 鼓浪嶼 50 女 近接 自 6 2 4
56 北7 近港 工芸品店 真珠製品 2003 42 9:00 18:00 厦門市 40 女 近接 借 2 1 1
57 南51 近日 工芸品店 真珠製品 2003 20 9:00 18:00 中国国内 40 女 近接 借 1 1 0
58 北12 近港 工芸品店 真珠製品 2004 42 9:00 19:00 福建省 30 女 近接 借 2 1 1
59 南11 近港 工芸品店 真珠製品 2006 60 9:30 18:00 中国国内 40 女 近接 借 3 1 2
60 北6 近港 工芸品店 真珠製品 2006 42 9:30 19:00 福建省 30 女 一致 借 4 2 2
61 北8 近港 工芸品店 真珠製品 2007 9 9:30 18:00 中国国内 40 女 近接 借 1 0 1
62 南25 中心 工芸品店 玉細工 1999 30 8:30 18:30 厦門市 40 男 近接 借 2 1 1
63 南9 近港 工芸品店 手工品 2000 45 8:30 19:00 厦門市 40 女 近接 借 5 2 3
64 北30 中心 工芸品店 手工品 2003 20 9:00 19:00 中国国内 40 女 近接 借 1 0 1
65 北15 近港 工芸品店 手工品 2006 30 9:00 19:00 厦門市 60 男 近接 借 1 0 1
66 南50 中心 土産品店 ジャーキー･餡餅 1978 5 8:30 19:00 鼓浪嶼 40 男 一致 自 3 3 0
67 南47 中心 土産品店 ジャーキー･餡餅 2006 30 9:00 19:00 鼓浪嶼 50 男 近接 借 4 1 3
68 南56 近日 工芸品店 檀香製品 2003 25 9:00 18:30 厦門市 50 男 近接 借 2 2 0
69 南27 中心 工芸品店 檀香製品 2004 30 9:00 18:30 厦門市 50 男 近接 借 2 0 2
70 南34 中心 工芸品店 檀香製品 2006 30 9:00 19:00 中国国内 40 男 近接 借 2 1 1
71 北35 中心 土産品店 茶葉 2001 8 9:00 19:00 福建省 30 男 近接 借 6 1 5
72 北37 中心 土産品店 茶葉 2001 6 9:00 19:00 福建省 30 男 近接 借 1 0 1
73 北43 近日 土産品店 茶葉 2001 25 9:30 19:00 厦門市 40 男 近接 借 3 1 2
74 北45 近日 土産品店 茶葉 2003 20 9:00 19:00 福建省 40 男 近接 借 3 2 1
75 南45 中心 土産品店 茶葉 2005 11 8:30 19:00 福建省 40 男 近接 借 3 1 2
76 南46 中心 土産品店 茶葉 2006 40 9:00 19:00 福建省 40 男 近接 借 3 3 0
77 南49 中心 土産品店 茶葉 2006 35 9:30 19:00 福建省 40 男 一致 借 1 0 1
78 北34 中心 土産品店 茶葉 2006 40 9:00 19:00 福建省 40 男 近接 借 2 0 2
79 南61 近日 土産品店 茶葉 2008 35 9:00 18:30 福建省 40 女 近接 借 3 3 0
80 南35 中心 工芸品店 少数民族記念品 2006 30 9:00 19:00 中国国内 30 男 近接 借 2 2 0
81 南14 近港 飲食店 飲食店 1990 150 10:30 20:00 鼓浪嶼 50 男 近接 自 20 4 16
82 北19 中心 飲食店 飲食店 1992 250 10:30 20:00 鼓浪嶼 50 男 一致 自 33 12 21
83 北38 近日 飲食店 飲食店 2000 50 9:00 20:00 鼓浪嶼 50 男 一致 自 12 5 7
84 南58 近日 飲食店 飲食店 2000 30 8:00 20:00 鼓浪嶼 40 男 一致 自 5 5 0
85 北1 近港 飲食店 飲食店 2004 300 9:00 20:00 海外 － － 近接 借 33 5 28
86 北21 中心 飲食店 飲食店 2005 5 8:00 19:30 鼓浪嶼 40 男 近接 借 4 2 2
87 南13 近港 飲食店 飲食店 2007 250 10:30 20:30 鼓浪嶼 50 男 近接 借 28 6 22
88 北2 近港 飲食店 飲食店 2008 350 9:00 20:00 海外 － － 近接 借 40 8 32
89 北14 近港 飲食店 飲食店 2009 42 9:00 19:30 福建省 40 男 近接 借 2 2 0
90 北39 近日 宿泊施設 宿泊施設 1980 200 0:00 0:00 － － － － 自 26 － －
91 南1 近港 公共施設 金融機関 2007 160 9:00 17:00 － － － － 借 10 － －
92 北4 近港 公共施設 通信業 2008 35 9:00 17:00 － － － 近接 借 3 0 3
93 北16 近港 事務所 不動産業 2008 50 10:00 17:00 鼓浪嶼 40 男 近接 借 4 0 4
94 北17 中心 公共施設 観光サービス 2008 160 9:00 18:00 － － － － 借 6 － －






































2000 年には A ブロックの左側から都市再開発工事を始めた。2 年の工期を経て、「三友」
ができ、2002 年にデパートが 1 階に出店した。また、4 階には飲食店「音楽厨房」が加わ
り、鼓浪嶼における最大規模の商業施設が旧竜頭路の入り口に完成した。 
そして 2004 年、マクドナルドが 2 階に出店した。反対側の 3 階では閩南工夫茶演芸セ
ンターの営業も始まった。続いて 2005 年、デパートは鼓浪嶼観光客サービスセンターに変
わった。2006 年以降、港付近の地価が上昇し、施設賃貸料の負担が重くなったため、2008
年からサービスセンターは旧竜頭路の臨海地域から中心部（図 3.6 の 17 番）に移転した
（写真 3.5）。かわりに 2009 年、KFC、康師傅など、大手飲食企業が「三友」に出店した（写





a）鼓浪嶼サービスセンター（2008 年）         b）大手飲食店 KFC（2009 年）     
写真 3.5 旧竜頭路の三友旅遊ホリデーモールの変化（2008・2009 年） 
（2008 年 3 月，2009 年 4 月 筆者撮影） 








恵安出身の 30 代の J 氏夫婦は出稼ぎのため鼓浪嶼に移住した。当初、夫は鼓浪嶼の工事現
場で働き、妻は竜頭路の自由市場で海産物を売っていた。観光の発展にともない、1998 年
には、J 氏は自分の店舗を構えることに成功し、従来の経験を活かしながら観光客向けに
海鮮乾物を売るようになった。20 年ほど経った 2009 年には、家族 5 人が、1 人あたり 1 件
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写真 3.6 新四海（2009 年） 

















































2001 年の『鼓浪嶼風貌建築保護計画』には、鼓浪嶼における 1,000 件余りの古い建物の
中に、207 件が歴史風貌建築の保護リストに登録された。その中には、一般保護に該当す
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菽荘花園、計 10 か所 13 件の建築によって構成された。表 3.2 のように、上述した近代歴
史的建造物群は、2006 年に第 6 回国家級重点文物保護対象17として国務院によって公表さ
れた（中華人民共和国国家旅遊局地方新聞，2008）。 
 




                                                             










旧米国領事館 三明路26号 1,020 6,348 3 政府（中国外交部） 領事館
旧日本領事館 鹿礁路24号 1,656 3,600 3 厦門大学 領事館
匯豊銀行公館跡地 鼓新路57号 374 387 1 政府 西洋住宅
天主堂 鹿礁路34号 310 1,532 2 宗教団体 宗教施設
三一堂 安海路69号 1,047 1,710 2 三自愛国運動委員会 宗教施設
安献堂 鶏山路18号 1,378 5,656 3 三自愛国運動委員会 学校校舎
八卦楼 鼓新路43号 5,436 - 4 政府 華人別荘
西林別荘 永春路73号 1,926 19,634 3 政府 華人別荘
亦足山荘 筆山路9号 1,022 - 2 個人 華人別荘
菽荘花園 港後路1号 790 2,273 1 政府 庭園
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（２）鼓浪嶼における歴史風貌建築の利用状況（2009 年） 






まず、第 1 期（2002 年）で選定された歴史風貌建築は合計 40 件、重点歴史風貌建築は
37 件、一般歴史風貌建築は 3 件あった。2009 年には、第 1 期の一般歴史風貌建築 3 件は、
工事中 1 件と住宅 2 件である。それに対して、観光客向けの商業施設に転用された建造物
は 15 件にも達し、第 1 期 37.5%を占め、しかもすべて重点歴史風貌建築である。内訳をみ
ると、商業店舗 6 件、飲食施設 3 件、展覧施設 4 件、療養施設 1 件、オフィス 1 件である。
つまり、第 1 期の重点歴史風貌建築は、観光客の需要に応じて多様化されつつあることが
わかった。 
次に、第 2 期（2012 年）の歴史風貌建築は、合計 351 件が選定され、重点歴史風貌建築
は 80 件、一般歴史風貌建築は 271 件であった。そのうち、住宅は 216 件であり、61.5%を
占めている。それに対して、商業施設に利用された歴史風貌建築は 35 件であり、9.9%に過
ぎない。内訳をみると、宿泊施設 12 件、展覧館 13 件、商業店舗 2 件、飲食施設 2 件、庭










                                                             
18 2000 年『厦門市鼓浪嶼における歴史的建造物に関する保護条例』、2009 年『厦門市鼓浪嶼における歴
史的建造物に関する保護条例（修訂）』、2012 年の『厦門市経済特区鼓浪嶼における文化遺産に関する
保護条例』の基準に照らし合わせたものである。 


















図 3.15 鼓浪嶼における各類型の歴史風貌建築の変遷と観光利用（2009 年） 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 












鼓浪嶼三明路の 62 番に位置している旧アメリカ領事館は、1865 年、鼓浪嶼三和路（現
在の三明路 62 番に編入された）の住宅を賃借し、領事の事務局として利用された（写真
3.7）。1930 年には、2 階建て西洋風煉瓦・鉄筋コンクリート構造の建造物として増築され、








写真 3.7 アメリカ領事館（1930 年）     写真 3.8 旧アメリカ領事館（2008 年） 
（上海市歴史博物館編，2007 より転載）       （2008 年 4 月 筆者撮影） 
 




建設された旧別荘である。総面積は 6,500 ㎡で、全 5 棟ありフィリピン華僑・黄秀烺とそ










れたが、修繕費用は企業から支払われ、企業側は 40 年間の使用権を得た。2005 年 9 月、3
つの企業が投資、経営、デザインをそれぞれ担当し、1,000 万元を投資して、海天堂構の修





   
写真 3.9 建築芸術館（左）・南音鑑賞庁（右）（2008 年） 
（2008 年 4 月 筆者撮影） 
 














   
写真 3.10 姑娘楼（1990 年代）          写真 3.11 姑娘楼（2009 年） 
（龔，2006 年より転載）         （2009 年 4 月 筆者撮影） 
 
   
写真 3.12 宿泊客向けのキッチン（2009 年）  写真 3.13 イギリス式大回廊（2009 年） 
（2009 年 4 月 筆者撮影） 













るようにし、島から 15 件工場を転出させると発表した。 




ほぼ公園と緑地になった。とくに、2000 年 3 月 28 日に旧厦門ガラス工場の煙突が取り壊 
 
表 3.3 鼓浪嶼における工業的土地利用の変遷（1949～2008 年） 
 
（2009 年 4 月の現地調査により作成） 












福建路 中華電気会社 普通住宅 普通住宅













にしたうえで、2004 年 6 月、厦門市国土資源と不動産資源管理局は、『厦門市政府 2002 年
138 号公文書、2004 年 14 号会議紀要と市政府弁公室 2004 年 139 号公文書』によって、鼓
浪嶼環島路、観光メインストリート付近の住宅および付属施設を撤去するとした。それを
鼓浪嶼風景区第 1 期整備プロジェクト用地として使用した。…（中略）住民移転の締め切
りを 2004 年 11 月 30 日とした。…（中略）住宅の賠償金は 4,464 元・㎡」と発表した。撤
去工事は 3 年後の 2007 年までで、合計 5 億元を投資した。撤去した住宅面積は 13 万㎡で、






２）第 2 期住宅撤去工事 
2007 年、鼓浪嶼観光管理委員会は「市政府の指導のもとで、鼓浪嶼を公園の島、文化の
島、レジャーの島に建設する」ことを中心業務とした。2007 年 8 月 28 日、厦門市国土資
源と不動産資源管理局は「鼓浪嶼風景名勝区における福州路、晃岩路、康泰路、竜頭路、
漳州路、中華路の内側、敷地面積約 21,938 ㎡の住宅と違法建築を撤去するとした。…（中
略）住民移転の締め切りを 2008 年 5 月 31 日とした。…（中略）住宅の賠償金は 11,312 元・
㎡」と公布した（写真 3.15）。計画によって、230 世帯の島外への転出、6,246 ㎡の緑化地
と 15,692 ㎡の市政府備蓄用地の増加が見込まれた。環境を整備し、観光開発のために空間
を空けることが可能となった。 
第 1 期と第 2 期の住宅撤去工事をみると、その目的は観光客に様々な様式の建物の魅力
を伝達しつつ、地元の文化を享受させることにあった。しかしながら、観光客を誘致する
ための住宅撤去は、かえって鼓浪嶼の魅力を損ねる。この政策により、地元住民はかつて






た。1997 年と 2007 年を比較すると、鼓浪嶼における病院は 3 件から 0 件、学校は 6 件か






化と地域空洞化である。1950 年時点、住民は約 20,000 人であったが、2007 年には、5,322
世帯、14,327 人に減った（厦門年鑑，2008）。そのうち、外来人口は 6,161 人で、常住人口
の 43.3%を占めている。なお、常住外来人口の 42.9%（2,587 人）が戸籍のある出身地から
6 年以上も離れて住んでいる。また、60 歳以上の高齢者が 4,000 人以上、常住人口の 28%
も占めている。 
１）地域住民の転出 







④1995 年から 2000 年までの工場転出により、多くの従業員世帯が島外へ転出した。 
⑤2003 年、鼓浪嶼区政府は厦門本島の思明区政府と合併し、行政機関も本島側に移転した。 
⑥都市再開発により、既に家屋が取り壊された竜頭路の一部住民は、厦門本島へと移住さ
せられた。1997 年、第 2 病院の肺科を厦門市海滄区へ移転させた。また 2006 年 5 月、
第 2 病院が完全に厦門市集美区へ移転した。さらに、2008 年 8 月、厦門市第 2 中学校
（学生数 1,500）が厦門本島の五縁湾へ移転した。 
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は土産品としての茶葉（福建省名産）の販売へと変化した。2003 年、第 1 店舗の経営収入
によって第 2 店舗（25 ㎡）を出店し、さらに金駿眉、鉄観音など高級茶葉の販売に専念し
た。L 氏家族は、鼓浪嶼で稼いだ収入の一部を実家に送金し、従来の平屋から 3 階建てに
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表 3.4 L 氏と K 氏に関する流動のおもな状況と観光業への従事（2008 年） 
 
（2008 年 3 月，K 氏への聞き取り調査により作成） 
 










































露天経営開始 竜頭路 観光記念品販売 8:00－17:00














K氏 漳州路 工芸品の販売 8:00－19:00
K氏妻 旧竜頭路 果物の販売 8:00－17:00
K氏母 輪渡港 アクセサリー品の販売 8:00－16:00
2007



































表 3.5 のように、1993～2006 年まで、計 258,612 ㎡の土地が観光用地に転用された。と
くに、1993 年、1996 年、2000 年、2006 年、観光用地への変化が著しくみられる。また、
2000～2008 年、厦門市政府は鼓浪嶼で 7 億元を投入し、造船工場、ガラス工場、電球工場、




表 3.5 鼓浪嶼における観光用地への転用状況（1993～2006 年） 
 
（林，2012 および 2008 年 3 月の現地調査により作成） 
年 名称 現在の用途 従来の用途
敷地面積
(㎡)
1993 鼓浪別荘Ⅰ期 居住・宿泊 空き地 6,728
1993 鼓浪別荘Ⅱ期 居住・宿泊 空き地 1,226
1993 三丘田港 港 港 1,567
1996 海底世界 観光（娯楽） 居住 3,034
1996 游釣り娯楽センター 観光（娯楽） 空き地 9,242
1996 日光岩管理範囲 観光 自然資源 22,019
1996 鄭成功記念館管理範囲 観光 文化施設 13,116
1996 度假花園 居住 居住 2,170
1996 華僑度假休閑センター 居住・宿泊 居住 3,843
1997 観海園度假村管理範囲 観光・保養 保養 73,512
1997 輪渡文化広場 市政施設 埋立地 3,800
1998 鼓浪嶼風景区開発会社総合ビル 事務所 居住 363
1998 鼓浪嶼匯景園 観光（宿泊） 工場 3,971
1999 菽庄花園土地管理範囲 観光（庭園） 港 20,560
1999 鼓浪嶼ショッピングセンター 観光（商業） 再開発用地 3,444
2000 北部環島路 市政交通 市政交通 77,737
2000 鼓浪嶼賓館 観光（宿泊） 住宅 3,250
2006 海底世界（水族館）イルカ館 観光（娯楽） 空き地 661
2006 厦門市輪渡会社付属施設 観光（緑地） 工場 3,836
2006 厦門市輪渡会社付属施設 観光（緑地） 工場 4,533
合計面積： 258,612
- 80 - 
 
（２）鼓浪嶼における資源の変化 
1978 年改革開放以前の鼓浪嶼には、日光岩、菽荘花園、延平公園の 3 つの公園があった













2002 年までの鼓浪嶼の観光収入は、おもに 3 大観光スポットのチケット料金収入と渡船
のチケット料金収入が統計として記録されている。2003 年以降に鼓浪嶼区が合併されると、
日光岩、菽荘花園、晧月園、この 3 大観光スポットの観光収入が鼓浪嶼全域の観光統計デ
ータとして扱われた。一方、鼓浪嶼の観光入込客数は、1998 年の 210 万から 2003 年の 473
万となり、わずか 5 年間で倍増した。2003～2008 年、この 5 年間で観光客数の増加が横ば
い状態になっている。さらに 2003 年以降、鼓浪嶼を訪れる毎年約 500 万人の観光入込客の
約 3 分の 1 が日光岩、菽荘花園、晧月園、この 3 大観光スポットを訪れている（図 3.16）。     
2003～2008 年、渡船の往復利用者数は毎年約 1,800 万であった。2003 年鼓浪嶼の観光収
入をみると、鼓浪嶼の観光収入が 13,863 万元で、そのうち、3 大観光スポットのチケット
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第 3 章では、2009 年までの竜頭路を対象とした商業活動の分析と歴史風貌建築の観光利
用状況への検討を通して、日帰り観光地・鼓浪嶼が形成されたことを論じた。これをふま
えて第 4 章では、2009 年以降に急増してきた家庭旅館に焦点をあて、鼓浪嶼が日帰り観光
地から宿泊観光地へと変化したことについて論じる。 
 
第 1節 宿泊業の展開 
 
本節では、鼓浪嶼における宿泊施設のデータが確認された 1984 年から 2014 年にかけて
の変化や実態を通して、鼓浪嶼の宿泊業の展開について述べる。次節で述べるとおり、2008 
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図 4.1 と図 4.2 に示したとおり、2009 年から 2014 年までの 6 年間に鼓浪嶼における宿泊
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図 4.1、4.2、4.4 にあるとおり、鼓浪嶼における宿泊施設の部屋数は、それぞれ 2－5 室、
6－25 室、26 室以上の 3 つに分類できる19。このうち、6－25 室規模の宿泊施設が家庭旅館
に相当する。 





                                                             
















竜頭路 5 23 延平路 0 4
永春路 0 7 興化路 1 3
海壇路 0 5 鼓山路 0 1
旗山路 0 2 鼓新路 1 23
旗尾路 0 1 康泰路 0 16
錦祥路 1 4 三明路 1 1
虎巷 0 2 安海路 1 10
公平路 0 8 西苑路 0 1
晃岩路 0 13 兆和路 0 4
港後路 2 0 内厝澳路 1 64
市場路 0 8 筆山路 0 4
鹿礁路 3 10 5 131
中華路 2 13
田尾路 2 1
復興路 1 17 鶏山路 1 13
福建路 0 8 鼓声路 2 4
烏埭路 0 7 泉州路 2 13
漳州路 3 2 福州路 0 12
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図 4.4 鼓浪嶼における宿泊施設の客室数規模別分布（2014 年） 
（2012～2014 年の現地調査により作成） 
  
写真 4.1 4 つ星ホテル           写真 4.2 ホテル 
（2013 年 10 月 筆者撮影） 
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写真 4.3 療養院               写真 4.4 ビジネスホテル 
 
    
写真 4.5 工場の改造例           写真 4.6 集合住宅の改造例 
 
  
写真 4.7 再開発による新築旅館     写真 4.8 歴史風貌建築の改造例 
（いずれも 2013 年 10 月 筆者撮影） 
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次に、6－25 室の宿泊施設は、本章で分析の中心となる家庭旅館に相当し、計 244 館（全








   
写真 4.9 領事館の改造例           写真 4.10 別荘の改造例 
 
    
写真 4.11 地元住民の住宅 1           写真 4.12 地元住民の住宅 2 
（いずれも 2013 年 10 月 筆者撮影） 
- 92 - 
 
  
写真 4.13 集合住宅の中にある小家店   写真 4.14 旧住民住宅の中にある小家店 
（2013 年 10 月 筆者撮影） 
 






以上のように、鼓浪嶼では、2008 年以前に開業した宿泊施設 29 館、客室数 750 室 、収































図 4.5 鼓浪嶼における観光客の推移（1981～2015 年） 
  （厦門年鑑・鼓浪嶼観光管理委員会のデータにより作成） 
                                                             

























   2005 年、杜傑氏（フランス籍）と徐恩雄氏（カナダ籍）が鼓浪嶼で旅館を開業した。か











2009 年には家庭旅館の数は 41 件となった（中国国家旅遊局のデータより）。すなわち、
鼓浪嶼における急速な観光地化により、旧租界時代に建設された建造物が観光客向けの宿
泊施設として利用され、観光商業化されつつある。また、旧別荘の月当たりの賃料は、20
06 年の 3,000 元から 2009 年の 50,000 元に上昇した。家庭旅館の経営コストが高くなりつ
つあるとみられる。2009 年 4 月まで鼓浪嶼の家庭旅館は、平均客室数は 20 室、総客室数




展開過程は、開業年からみると以下の 3 時期に大別される。 






6 年 7 月の「娜雅・NAYA 珈琲旅館」（旧ドイツ領事館から改造された）の開業である（呉，
2010）。その後、「湾景」、「国際青年旅舎」、「李家庄」、「喜林閣」などの家庭旅館が続々と






















2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 （年）
（館）
館数















図 4.6 によれば、家庭旅館は 2009 年に 22 館、311 室が新しく開業し、さらに、2010 年
と 2011 年には、それぞれ 49 館、636 室と 49 館、616 室が新規に開業した。とくに、この
2 年間の鼓浪嶼における家庭旅館の館数および客室数は、ピークに達した。表 4.2 のよう
に、島南東部の竜頭地区に 55 館が建設された。 
一方、島北西部の内厝澳地区にも、2009～2011 年に 47 館の家庭旅館が新しく建設され
た。そのうち、内厝澳路に 29 館が新たに開業した。また、三丘田港の付近にある鼓新路









ぼ満室となる。家庭旅館の料金は 1 泊 300－500 元（約 4,500－7,500 円）であるが、1,000
元（約 1.5 万円）以上のところもある。しかし、2008 年以前、家庭旅館の本体である旧別
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荘の賃貸料は毎月平均約 5,000－6,000 元（約 7.5－9 万円）であったが、2010 年には、平均
毎月 2－3 万元（約 30－45 万円）が必要となった。立地がより良いところは毎月 5－6 万元







くとも 6.5 万元（約 100 万円）以上が必要となり、多い場合は 97.5 万元（約 1,500 万円）
以上もかかる。または、チェーン店化の傾向もみられる。たとえば、2006 年に開業した「娜
雅・珈琲旅館」（写真 4.9）と 2010 年に開業した「娜娜・海岸店」（写真 4.7）は姉妹店で

















図 4.6 によれば、2012 年には、家庭旅館は計 48 館、550 室を新しく開業した。その後
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表 4.2 のように、島南東部の竜頭地区では 47 館が新規に建設された。そのうち、竜頭路
7 館、中華路 5 館、復興路 10 館で建設数が多かった。ほかの道路では平均 2－3 館が開業
している。これは、竜頭路を中心とする商業地区の宿泊施設はほぼ上限となり、島の周縁
部に移行ぜざるをえないことが考えられる。それに対して、島北西部の内厝澳地区では 44
館が開業している。そのうち、内厝澳路だけで 23 館、三丘田港付近の鼓新路で 9 館、北
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明らかにする。経営者・従業員に対する聞き取り調査は、家庭旅館 244 館を対象に行った。 
（１）経営者 
 鼓浪嶼における家庭旅館の経営者および従業員に対し、経営者の構成、年齢層、出身地、
専兼業、家庭旅館の出店経緯に関する調査を行った。調査の時期は、2012 年 9 月、2013 年

























竜頭路 4 10 7 内厝澳路 1 29 23
永春路 0 5 0 延平路 0 0 3
海壇路 0 2 2 鼓山路 0 1 0
旗山路 0 1 1 鼓新路 1 5 9
旗尾路 0 1 0 康泰路 0 3 4
錦祥路 1 2 2 三明路 1 1 0
虎巷 0 0 2 安海路 1 6 3
公平路 0 4 3 筆山路 0 2 2
晃岩路 0 7 2 4 47 44
港後路 1 0 0
市場路 0 3 3
鹿礁路 3 3 3
中華路 2 3 5
田尾路 0 0 1
復興路 1 4 10 鶏山路 1 3 4
福建路 0 5 3 鼓声路 1 2 0
烏埭路 0 4 3 泉州路 2 9 1
漳州路 2 1 0 福州路 1 4 5
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図 4.9 開業年別にみた家庭旅館経営者の出身地（2014 年）      
   （2012～2014 年の現地調査により作成） 
 
旅館の経営者は合計 161 人で、出身地を具体的に分析すると、まず、福建省内出身の経営 
者は、計 126 人（全体の 78%）である。内訳をみると、厦門市の出身者が 61 人、鼓浪嶼出
身者が 37 人で、福建省のほかの地域も 28 人いる。なかでも厦門市北部と市域を接する泉
州市の出身者は 8 人であった。 
次に、国内（福建省を除く）の経営者は、合計 29 人（全体の 18%）であり、ほぼ江蘇省
（上海市を含む）を境線に中国の南部および南東部の出身者が多い。とくに、経済状況が
裕福な沿岸地域である長江デルタの江蘇省・浙江省（6 人）と珠江デルタの広東省（6 人）
























- 102 - 
 
 
































事例 1：専業経営者 R 氏（30 代）は、鼓浪嶼出身の男性であり、2005 年以前は広告デザ
イナーとして働いていた。同年 R 氏は家庭旅館のデザインコンベンションへの参加をきっ
かけに、「家庭旅館」という新たな事業が自らの専門や興味に合うことを認識した。2006 年、





稼働率は 90%に上った。このように家庭旅館事業が成功したため、2009 年に R 氏は借金
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写真 4.15 専業者 R 氏の旅館（2013 年）  写真 4.16 兼業者 W 氏夫婦の旅館（2013 年） 
（2013 年 10 月 筆者撮影） 
 
事例 2：兼業経営者 W 夫婦（40 代）は、夫が厦門市出身の国有企業の関係者で、妻は園
芸会社を経営している。鼓浪嶼で家庭旅館を開業する経緯は、10 代の娘がピアノが好きで、
2007 年から鼓浪嶼の音楽専門学校（6 年制）に通学するようになったことに始まる。その





万元（約 540 万円）で、2010 年に旅館を開業した。平日は、夫は国有企業の仕事が忙しく、
妻が娘の世話をしながら、園芸会社と旅館の経営をともに担当する。週末には家族 3 人で
厦門本島の自宅に戻り、代わりに親戚（夫の妹）が旅館を経営する。2013 年には、W 夫婦
は 2 館目の旅館（日光岩の近く）を開業し、家庭旅館の経営が一層拡大した。 
（２）従業員 
第 3 章で述べたように、観光地化にともない、工場の転出と住宅の撤去が進み、鼓浪嶼
の人口高齢化と空洞化がもたらされた。60 歳以上の高齢者は 4,000 人以上を超え、常住人
口の 28%となっている。1950 年、住民は 20,000 人もいたが、2007 年には、5,322 世帯、
14,327 人に減った（厦門年鑑，2008）。さらに、2010 年の全国第 6 回人口調査によると、
鼓浪嶼の人口は約 1.4 万であり、そのうち、鼓浪嶼地元の戸籍を持つ人は約 8,000 人、残り
の約 6,000 人が外来人口である。また、2000～2010 年のデータを取り上げると、鼓浪嶼の
常住人口は 5,398 人減少し、年逓減率は 3.16%である。それに対して、外来人口のこの 10
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年間の減少はわずか 174 人で、常住人口の割合の 11%を上回った。このことから、鼓浪嶼
の旧住民の流失が著しいことがわかる。鼓浪嶼の旧住民の人口は 14,049 人、そのうち 5,965
人は半年以上鼓浪嶼を出ている。つまり、鼓浪嶼の旧住民の 6 割は長期に鼓浪嶼に居住し、
残りの 4 割は鼓浪嶼の外に居住しているということである。さらに、外来人口は 6,161 人
で、常住人口の 43.3%を占め、そのうち 2,587 人（外来人口の 42.9%）が自らの戸籍地から
6 年以上も離れている。また、外来人口の教育状況をみると、6 歳以上の人口のうち、中卒
学歴者は 2,274 人と最も多く、全体の 38.3%を占めている。このことから、外来人口は低学
歴を中心とする構造といえよう。 
 今まで述べたとおり 2009 年以降、鼓浪嶼における家庭旅館の開業は急増した。そのた
め、数多くの就業機会が提供され、鼓浪嶼および外部の労働力が数多く吸収されてきた。
現地調査によると、2014 年時点で、鼓浪嶼における宿泊施設の従業員数は 1,045 人21に達
している。そのうち、家庭旅館の従業員数は 751 人（全体の 71.8%）を占めている。 
表 4.3 は聞き取り調査をもとに、従業員の業務内容ごとに特徴をまとめたものである。
家庭旅館の従業員はその業務内容と勤務形態によって、おもに以下の 4 つに分けられる。 
1）店長（管理職）は、従業員全体の 5%である。特徴としては、20－30 代の大卒以上であ







A（男 25 歳）は、厦門市近郊の海滄区出身である。2010 年 7 月に福建師範大学観光学部
（ホテル管理）を卒業し、同年 10 月に親戚の紹介により鼓浪嶼の Z 家庭旅館に務めるよ
うになった。最初の 4 カ月ほど、店長の下で見習いをしたが、翌年 2 月に店長の異動によ
り、正式に店長職に就任した。当時の月給は 4,500 元（約 6.8 万円）であった。朝 9 時に出
勤、おもに当日の宿泊客情報の確認、客室のアレンジ、他の従業員の勤怠管理などを業務
とする。18 時に退勤し、海滄区の実家に帰宅する。A は、2 年間の経験により、旅館管理
と運営能力が向上したとして、月給は 6,000 元（約 9.1 万円）に昇給された。しかし、自分 
                                                             
21 筆者個人で現地調査により取得したデータによる。実際の数はより多いと推測できる。 
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類型 2 は、旅館の接客の中心担当者であるため、パソコン・インターネット（QQ や
WeChat22などの利用）に熟練しており、外国語および方言（広東語、閩南語など）もある
程度対応できる。また、類型 2 の出身地は大きく 3 つに分けられる。最も多いのは、おも
に江西省、安徽省、四川省など内陸部の出身者である。次に多いのは、おもに厦門市の近
隣都市の泉州市（安渓県・永春県）および漳州市（龍海市・永泰県）を中心とする福建省
                                                             























































































　分類：　A 店長・管理職　B フロント・出迎え・客室対応(交代制）　C 清掃・洗濯(シフト勤務）　D 飲料提供・調理(シフト勤務）
- 107 - 
 
内の出身者である。そして、3 つ目は、鼓浪嶼と厦門本島の出身者である。類型 2 は、経
営者に提供された鼓浪嶼の宿所や旅館内の一部屋または、ルームシェアという形で鼓浪嶼
に居住する場合が多くみられる。 
類型 2 はおもに交代制勤務をしている。昼間出勤者は、おもに 7 時に出勤、15 時に退勤
する。長時間労働者は、旅館業務の後、島の商業店舗で夜間のバイトも兼務する。それに
対して、夜間出勤者は、おもに 15 時に出勤、24 時に退勤する。長時間労働者は、昼間に
島の商業店舗でのバイトも兼務している。類型 2 の勤務時間をみると、鼓浪嶼は従来の昼
間観光地（日帰り観光地）から現在は活発な夜間観光地へと転換したことがいえよう。 




も 1 年間である。このことから、類型 2 は、従業員の入れ替わりが早く、流動性が非常に
高いといえよう。 
以下に聞き取り調査で得た類型 2 の事例を挙げる。 
 
2013 年の B への聞き取り調査を行った。B（女 19 歳）は、内陸部の江西省瑞金市の出身
者である。B は、2011 年 7 月、地元の高校を卒業し（当時 17 歳）、2012 年 11 月まで、1 年




同年 6 月に K 家庭旅館のフロントの求人に応募した。B はインターネットに詳しいことか
ら採用され、初任給は 3,300 元（約 5 万円）であった。K の経営方針により、従業員に対
して宿所と食事が無料で提供されている。これは人件費を抑えることにもつながる。B は、




（約 8.3 万円）となり、十分な生活費用を稼いでいた。しかし、B は「世界は広い。私はそ




3）類型 3 は、清掃・洗濯業務を担当する従業員であり、従業員全体の約 30%を占めてい
る。特徴としては、40－50 代の中年女性（家庭主婦層）が多いことである。類型３の出身












ただし、清掃の繁忙時間の 11 時－14 時は、契約旅館で待機する必要がある。 
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平均 3,500 元（約 5.3 万円）である。従事期間をみると、短くても 3 年であり、長い場合は
10 年というケースもある。このことから、4 類型の中で、類型 3 は最も流動性が低いとい
える。 
以下に聞き取り調査で得た類型 3 の事例を挙げる。 
 
C（46 歳・女性）は、安徽省（穎上県）の出身者である。1996 年、29 歳の時長男（当時
8 歳）を実家に残して、出稼ぎ労働者として、夫とともに鼓浪嶼に到着した。1996 年夫は、
厦門本島で建築労働者となった。2004 年に、夫は厦門本島の建築労働者から鼓浪嶼のリヤ
カーマンに職を変えた。C は、特別な技能を持たなかったため、2006 年 3 月まで、厦門本




族は鼓浪嶼の定住者となった。2008 年、孫娘が生まれ、C は家族 4 人の世話に専念するこ
とになった。2010 年、自宅の近くに家庭旅館が開業した。同年 9 月、孫娘（2 歳半）は鼓
浪嶼日光幼稚園（永春路）に入園、C は、時間の余裕が出来たため、かつての家政婦の経
験を活かし、ほぼ職住一致の家庭旅館の清掃・洗濯従業員となった。C の日常は、7 時に家
族の朝食を用意し、8 時に孫娘を幼稚園まで送る。そして 9 時から旅館に出勤し、客室の
清掃と寝具（シーツ・枕カバー）の洗濯を行う。その後、16 時に退勤し、孫娘を迎えに行
く。17 時前後に帰宅した後、家族の夕食を用意する。 
以上のように、C をはじめ家族 5 人は鼓浪嶼に定住し、そのうち 4 人が観光業に従事し
ている。鼓浪嶼の観光地化により、住民の入れ替わりが一層促されたという事例である。 





類型 4 は、ある程度の料飲・調理の技術・技能が必要なため、給料として月平均 4,500 元
（約 6.8 万円）を受け取っている。従事期間はおもに 6 カ月から 1 年間となる。6 カ月の場
合は、経営者が宿泊客の口コミによって、辞退される。1 年間の場合は、ホテルなどより
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給料高い別のところへと転勤する。このことから、類型 4 は流動性がやや高いといえる。 
以下に聞き取り調査で得た類型 4 の事例を挙げる。 
 
2013 年の D への聞き取り調査により、D（35 歳・男性）は、四川省（綿陽県）の出身者
である。2000 年、22 歳で出稼ぎのため実家から厦門本島にやってきた。最初、厦門本島の
個人経営のレストランで、厨房の調理補助（洗い場、盛り付けなど）をしていた。収入を
増やしたいため、2006 年から 2 年間ほど厦門市の調理専門学校に通った。2009 年に調理師
の資格を取得し、出身地である四川料理を専門としている。同年、同業者の紹介によって、
鼓浪嶼竜頭路のレストランの調理師となった。レストランでの勤務時間は 10 時－20 時で















いる建造物も同様に、建築保護区分によって、以下の下の 3 つに類型化される（図 4.11）。 
「区分 1」は、重点歴史風貌建築から改造された家庭旅館である。鼓浪嶼において、区
















戸建て」56 館以外に、「庭園なし」が 10 館、「庭園なし＋商住混在」が 4 館ある。 
「区分 3」は、普通住宅から改造された家庭旅館である。鼓浪嶼において、区分 3 に該
当する家庭旅館は 160 館あり、全 244 館の 65.6%を占めている。現地調査によると、区分
3 の家庭旅館は、「庭園あり＋一戸建て」87 館以外に、「庭園なし」が 60 館、「庭園なし＋
商住混在」が 13 館ある。 
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写真 4.17 家庭旅館の「区分 1 と 2 」     写真 4.18 家庭旅館の「区分 3」 
   
写真 4.19 庭園あり＋一戸建て        写真 4.20 庭園なし＋商住混在 





表 4.4 に示したように、保護区分からみると、重点歴史風貌建築は 1 件、一般歴史風貌






従来の所有権からみると、22 件の中で、1 件のみが企業所有であり、残りの 21 件はすべ
て個人所有の住宅である。また、開業前の用途の内訳をみると、所有者が居住 5 件、利用
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者が居住 7 件、所有者と利用者双方が居住 1 件、空き家 7 件、オフィス 1 件、ピアノ教室
1 件である。家庭旅館に利用される建築は、所有者不在が多く、利用者やオフィスなどへ









 旅館物件の契約手段をみると、22 件のうち、4 件の自己所有家屋については、旅館経営
者が鼓浪嶼の出身者であり、自らの家屋を家庭旅館へと改造したため、契約の必要はなか




























きる。たとえば、表 4.5 の 22 件のうち、調査番号 272 は 1995 年開業した時に、わずか 30
万元（約 458 万円）を投資しただけであった。調査番号 168 と調査番号 51 は、最も投資金
が高く、開業した時にいずれも 100 万元（約 1,528 万円）を投資した。それに対して、外
部出身者の経営者は、少なくとも 100 万元（約 1,528 万円）の投資金を必要とし、投資金
が高い場合は、調査番号 190 のように、1,000 万元（約 1 億 5 千万円）も投資している。 
 次に、投資金を調達するための主要な資金源は以下の①経営者の家庭収入（兼業の収入








表 4.4 によれば、旅館の開業時間は、2009 年を境として前期（5 件）と後期（17 件）に
わけることができる。とくに、2010～2012 年に集中して開業していることがわかる。これ
は、厦門市に連結する高速鉄道の開通が旅館の開業を一層活気づけたからである。旅館が
開業する以前の物件の利用方法は、まず 1949 年の時点で、所有者在住 10 件、利用者在住
1 件、空き家 7 件、非住宅利用 2 件、工事中・改装中 2 件であったが、それに対して、2006
年時点の利用方法は、所有者在住 6 件、利用者在住 7 件、空き家 5 件、非住宅利用が 2 件、
所有者と利用者合同在住 1 件、旅館 1 件（調査番号 272）であり、全データのうち 15 件の





これらの物件の建築構造をみると、1949 年の時点では、煉瓦・木造構造が 20 件、煉瓦・
鉄筋コンクリート構造が 2 件であったが、旅館への改造を経た 2014 年では、煉瓦・木造構
造が 5 件、煉瓦・鉄筋コンクリート構造が 17 件となった。つまり、老朽化した物件は一新
され、宿泊客の安全面にも対応することができるようになった。 
表 4.4 の保護区分をみると、区分 1 と 2 の 13 件は、歴史風貌建築に指定され、内部の構
造まであまり大きな改造ができないため、半数以上では部屋の増築が行われていない。た
とえば、調査番号 1 は従来 3 階建てであったが、改造前に 2 階と 3 階が老朽化のため半倒
壊し、1 階のみが利用されていた。改造後、3 階まで復元したが、これは増築には該当しな
い。区分 3 の 9 件は、すべて普通住宅であるため、ほとんどの場合で部屋が増築され、そ
れらは客室として利用されている。たとえば、調査番号 210 は、地元出身者が自宅を利用
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兼 ★ H Ａ × 8 開業時に浴室のみを増築






◆ 18 ◆ 25 男 60代 鼓浪嶼 鼓浪嶼
退職
労働者
旅館業者 専 ☆ G Ｂ × 3
開業後、3年に1回修繕
2008年に客室7と浴室を増築
168 2007 2 ⅰ 個人 空き家 － □ 100
親族80
銀行20
◆ 20 ◇ 20 夫婦 60代 鼓浪嶼 鼓浪嶼
工場
労働者
旅館業者 専 ☆ G Ｂ × 4
開業時に本館浴室を増築
別館で客室浴室増築










兼 ★ H Ａ カフェ 4 開業時に浴室を増築
54 2009 2 ⅰ 個人 空き家 － ▼ 100
親族50
夫婦50




専 ★ S Ａ 飲食 15
開業時に浴室を増築
2010年庭園を飲食施設に改築


















190 2010 2 ⅰ 個人 空き家 － ▽ 1,000
親族700
自己300
◆ 8 ◇ 8 男 30代 鼓浪嶼
厦門
本島
旅館業者 旅館業者 専 ★ H Ａ カフェ 4 開業時に新築
1 2010 2 ⅰ 個人
利用者
住居
1世帯 ▽ 150 旅館150 ◆ 7 ◇ 23 男 40代 厦門市 鼓浪嶼
デザイン
会社社員
旅館業者 専 ★ S Ａ 飲食 11
開業時に浴室を増築
2011年カフェから屋台へと改築







◆ 18 ◇ 25 夫婦 60代 鼓浪嶼 鼓浪嶼
定年
大学教員
旅館業者 専 ★ H Ａ × 6
開業時に浴室を増築
2013年隣接の家屋も借入改築















兼 ★ G Ｂ カフェ 8
開業時に別館客室4と浴室を増築
2013年水漏れのため改築





兼 ☆ G Ｂ × 3 開業時に浴室のみを増築


















2 2012 2 ⅰ 個人 空き家 － ▽ 300 旅館300 ◆ 18 ◇ 20 女 30代 厦門市 鼓浪嶼
デザイン
会社社員
旅館業者 専 ★ H Ａ カフェ 8
開業時に浴室を増築
2013年空き地から庭へ整備











兼 ☆ G Ｂ × 4
開業時に浴室を増築
2階に間仕切り増設














兼 ☆ G Ａ × 4 開業時に浴室を増築
179 2011 3 ⅱ 個人
利用者
住居





会社員 旅館業者 専 ☆ G Ｂ × 2 開業時に改築












旅館業者 専 ☆ G Ｃ × 3
開業時に本館客室4・浴室
と別館客室5を増築
224 2011 3 ⅰ 個人
利用者
住居






旅館業者 専 ☆ H Ｃ × 2 開業時に浴室を増築
161 2012 3 ⅰ 個人 空き家 － □ 60 家族60 ◆ 7 ◇ 7 女 30代 鼓浪嶼 鼓浪嶼 会社員 会社員 兼 ☆ H Ｃ × 1 開業時に浴室を増築







兼 ☆ H Ｃ × 4 開業時に浴室を増築
154 2013 3 ⅰ 個人
所有者
住居






旅館業者 専 ☆ G Ｂ × 3 開業時に新築











兼 ★ G Ｂ × 3
開業時に本館に浴室を増築
別館で客室増築
洗濯担当：Ａ 厦門本島業者 　Ｂ 鼓浪嶼業者　 Ｃ 館内対応建築構造：◆ 煉瓦・木構造　　◇ 煉瓦・鉄筋コンクリート構造
（「－」はデータなし　　　「×」は付随業務なし）
保護区分：1 重点歴史風貌建築　2 一般歴史風貌建築　3 普通住宅
建築区分： ⅰ庭園あり+一戸建て   ⅱ庭園なし   ⅲ庭園なし+商住混在
契約手段： ▼仲介業者　　▽知り合いなどの紹介　 □所有家屋
用品購入：★ 自己購入　　　　☆ 鼓浪嶼の業者に発注
厨房利用：G 従業員専用　H 宿泊客向け　S すべて対応　N 設置なし
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図 4.12 家庭旅館の改造前後の建築構造と用途 
（2012～2014 年の現地調査により作成） 
 




 経営者の構成をみると、夫婦経営が最も多く 12 件である。男性経営が 5 件、女性経営が
4 件、家族合同経営が 1 件である。また、経営者の年齢層は 30 代から 60 代までと幅広い。





 経営者の出身地をみると、鼓浪嶼の出身者は 7 件、厦門市の出身者 6 件、福建省内の出
身者 8 件、国内のほかの地域の出身者 1 件である。つまり、地元内部より外部の出身者が
圧倒的に多いことが判明した。さらに、9 件の経営者が厦門本島に居住しているため、フ
ェリーで通勤し旅館を経営している。ほかの 13 件の経営者は鼓浪嶼に居住し、徒歩で通勤
する。また、13 件のうち旅館に住んでいるもの 1 件（調査番号 272）のみであり、実家や
賃貸住宅に住んでいるものは 12 件である。 
このことから、鼓浪嶼家庭旅館の経営者は、旅館に投資し、経営しており、宿泊客とは
別居し、職住分離しているため、家庭旅館でありながら、「家庭」の重要さは薄れている。 
 22 件の旅館の経営者は、専業（11 件）と兼業（11 件）に分けられる。家庭旅館の専業者
の従来職をみると、労働者 4 件、会社従業員 5 件、教師 1 件であり、旅館業に従事した経
験があるものは 1 件のみであった。また、この 11 件の経営者の年齢層をみると、3 件の経
営者は 60 代、2 件の経営者は 50 代であり、定年後に旅館業に携わり、主たる収入源を旅
館業に頼っている。それに対して、6 件の経営者は 30－40 代で、おもに勤務先の経営悪化
のため退職し旅館業に携わり始めた人々である。 
兼業者の現在の職業をみると、3 件の経営者は、旅館業以外では観光業に従事している。

























次に、表 4.4 の 22 件の家庭旅館では、厨房（キッチン）を設置している（21 件）が、そ
















った特徴の異なる 2 件を事例として開業経緯を含め詳細に記述する。 
事例 1）、2）ともに 2013 年 10 月に調査したものであり、それぞれ調査番号 54、調査番
号 22 について示している。 
 
１）歴史風貌建築「旧別荘」を改造した家庭旅館の事例     




産投資を目的にその後継者から 54 番を購入し、一時的に空き家となった。 
30 代の女性 H 氏は、厦門市郊外の同安区出身である。H 氏は父親（元建設業者）の影
響から、1999 年に上海同済大学の建築デザイン学部に入学した。2006 年までは上海で不
動産会社に勤めていたが、2008 年に鼓浪嶼を訪れて気に入り、長期滞在を決意したとい
う。2008 年以降の家庭旅館ブームを追い風とみるや 2009 年に退職、夫婦 50 万元、親族
50 万元、合計 100 万元（約 1,530 万円）の資金を元手に仲介業者（地元の有力者）を通
して 54 番の物件を 10 年契約で賃貸し、家庭旅館へと改造した。 
物件が歴史風貌建築保護条例の対象であったことから、客室の増築に至らなかったが、
元建設業者の父親と地元公務員の夫の協力によって改造工事を施工した。さらに、当時








るが、2014 年までに島内で 5 つの家庭旅館も経営し、旅館の専業者となっている。 
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写真 4.21 改造降の旅館（歴史風貌建築）外観と庭園（2013 年）  
（2013 年 10 月 筆者撮影） 
 
 
写真 4.22 改造後の 1 階食堂とフロント（2013 年） 
（2013 年 10 月 筆者撮影） 
 
２）普通住宅から改造した家庭旅館     
表 4.4 に示した調査番号 22 は、1930 年代に内厝澳地区に建てられた地元住民の住宅で
あった。2 代目の所有者は定年後に 1990 年厦門本島へと移住し、親戚 M 氏（教師、1 世
帯）が新たな入居者となった。現在の経営者である 50 代の夫婦は、知り合いの M 氏を通
して 2010 年に 22 番を 10 年契約で賃貸し旅館に改造した。このため M 氏は転居を余儀な
くされ、夫婦から賠償金 8 万（約 123 万円）を受け取った。 
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写真 4.23（左） 改造後の旅館（普通住宅）外観と庭園（2013 年）               
写真 4.24（右） 客室内部の様子（2013 年） 




庭旅館への投資活動を始めるようになる。2010 年、ついに夫婦は全財産 100 万元（約 1,530
万円）と親戚から借りた 30 万元（約 461 万円）で 22 番の地主（M 氏の親戚）と契約し、
自ら家庭旅館経営に乗り出した。 























店）、中華路（25 店）、鹿礁路（15 店）、福建路（12 店）に分布している（鼓浪嶼工商管理
所の 2008 年データによる）。 






次に 2014 年の現地調査によると、鼓浪嶼における商業の発展および分布には以下の 3 つ



















現地調査によれば、2014 年には、鼓浪嶼における全体 391 件の歴史風貌建築のうち、商




まず、第 1 期（2002 年）で選定された歴史風貌建築は合計 40 件、重点歴史風貌建築は
37 件、一般歴史風貌建築は 3 件あった。2014 年には、観光客向けの商業施設に転用された
建造物は 20 件にも達し、第 1 期の 50%を占めている。内訳をみると、宿泊施設 6 館、商
業店舗 6 件、飲食施設 3 件、展覧施設 4 件、療養施設 1 件である。つまり、第 1 期の歴史
風貌建築は、宿泊観光客の需要に応じて数多く増加したことがわかった。 
次に、第 2 期（2012 年）の歴史風貌建築は、合計 351 件が選定され、重点歴史風貌建築
は 80 件、一般歴史風貌建築は 271 件であった。商業施設に利用された歴史風貌建築は 123
件に達した。内訳をみると、宿泊施設 74 館、博物館・展覧館 23 件、商業店舗 2 件、飲食
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表 4.5 鼓浪嶼における歴史風貌建築の保護と開発に関する変化（2014 年） 
 









宿泊施設 1 2.5 7 17.5
博物･展覧館 4 10.0 4 10.0
店舗(飲食含む) 9 22.5 9 22.5
その他 1 2.5 0 0.0
商住両用 0 0.0 1 2.5
住宅 19 47.5 12 30.0
空き家 3 7.5 3 7.5
その他 3 7.5 4 10.0
40 100.0 40 100.0
宿泊施設 5 6.3 16 20.0
博物･展覧館 7 8.8 12 15.0
店舗(飲食含む) 0 0.0 4 5.0
その他 2 2.5 1 1.3
商住両用 0 0.0 2 2.5
住宅 48 60.0 31 38.8
空き家 10 12.5 8 10.0
その他 8 10.0 6 7.5
80 100.0 80 100.0
宿泊施設 8 3.0 65 24.0
博物･展覧館 6 2.2 11 4.1
店舗(飲食含む) 4 1.5 10 3.7
その他 3 1.1 4 1.5
商住両用 8 3.0 18 6.6
住宅 168 62.0 119 43.9
空き家 52 19.2 34 12.5
その他 22 8.1 10 3.7






































































































































1978 年の改革開放から 1980 年代前半までの鼓浪嶼では、行政主導のもとに鼓浪嶼にお
ける観光スポットの管理部門が設立されて観光地点やインフラ施設が整備され、島の南部






























































































































































転出者 管理 旧住民 旧別荘居住者


































































の基幹産業となり、2015 年の年間入込客数は 1,021 万に増加した。また外来人口は若年層
の家庭旅館従業員を中心に、ニューカマーとして大量に鼓浪嶼に流入した。 
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